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５月号に続き、脳の発達・脳育てについて考えていきます。 

脳には育つ順番がある・・・人間が生きていく機能の大部分は脳が担っています。ですから子育

てイコール「脳育て」と表現していいくらいです。首が座る前に言葉を話す子がいないように、

脳の発達には段階があります。したがって、この脳育てにも守られるべき順番があります。子ど

もが生まれてから５歳くらいまでに、まず「からだの脳」を育てなくてはなりません。寝る、起

きる、食べる、からだをうまく動かすことをつかさどる脳です。これは主に、内臓の働きや自律

神経機能の調節を行う視床下部などの間脳や脳幹部を含む部位を指します。（脳の中で生命維持

に大事な部分） 

生まれた時は寝たきりで、昼夜関係なく泣いておっぱいやミルクをねだります。徐々に夜起きず

にまとめて眠ってくれます。首が座り、寝返りを打ち、お座りをしてハイハイができるようにな

ります。そのうち、朝家族とともに目覚め、夜になったら眠り、食事を３回とり、喜怒哀楽を表

現し始めます。要するに、人が生まれてから最初に始まるからだと脳の発達です。このからだの

脳が育つ時期を追いかけるように１歳から「おりこうさんの脳」の育ちが始まります。主に、言

語機能や思考、スポーツの技術的なもの（微細運動）を担う大脳皮質のことです。小中学校での

学習を中心にぐんと発達しますが、当然ながら個人差があります。おおむね１８歳くらいまで時

間をかけて育ちます。最後に１０歳から１８歳までにかけて育つのが「こころの脳」です。                                               

（７月号に続く）  
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先日ニュースで、こどもの⻭磨き時の怪我が増えて
いるという話を聞きました。⻭ブラシで⼝の中や喉
にけがをする事故を防ぐための３か条を紹介しま
す。⻭みがき中の⼦どもが⼤⼈に抱きつき、⻭ブラ
シが刺さるという事故もあります。⼦どもが落ち着
いた雰囲気で⻭をみがけるよう気をつけてくださ
い。 


